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研究成果の概要（和文）： 
 東南アジア大陸部における宗教の越境現象というのは、必ずしも近年のグローバル化に
特有の現象ではない。国家、民族、宗教をまたいだ越境というのは、前近代においては今
以上に活発かつ柔軟に行われていた。そうした越境をせき止めたのが近代国家による国境
線の画定、民族集団の認知、宗教の制度化である。冷戦以後の東南アジア大陸部で顕在化
している宗教の越境現象は、そうした近代国家による囲い込みを与件とし、そのなかで失
われつつある世界を部分的に取り戻す試みということができる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  It is widely misunderstood that border-crossing religious movements in Mainland 
Southeast Asia are by no means a new phenomenon affected by globalization in recent 
years. Crossing borders of states, ethnic groups and religions were much more flourishing 
in pre-modern days. It was modern states which stopped this trend by demarcation of state 
boundaries, official recognition of ethnic groups as well as introduction of state regulation 
on religions. In this light, recent resurgence of border-crossing religions in Mainland 
Southeast Asia in the post-Cold War period can be seen as reactions to 
compartmentalization of states, ethnic groups and religions, and partial redemption of the 
lost communities. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年の東南アジア大陸部においては、大メ
コン圏開発構想など、政治、経済面での国境
を越えた交流が盛んに論じられており、また

国境の両側に住む同一民族の往来再開や、合
法・非合法労働者の越境移動なども注目され
ているが、それに比して宗教など精神文化の
越境現象については研究がやや出遅れてい
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る感がある。 
 東南アジア大陸部の宗教については、特定
の民族集団と特定の宗教との結びつきを自
明視する形で議論が進められてきた。そこか
ら生じた固定観念が、現実の東南アジア社会
の動態に接近することを妨げている面があ
る。 
 東南アジア大陸部の宗教論においては、平
地仏教徒社会と山地社会と華僑華人社会（お
よびベトナム社会）とがそれぞれ没交渉に研
究を行ってきた面がある。こうした研究者の
役割分担が研究面での固定観念をさらに助
長してきた。 
 
２．研究の目的 
東南アジア大陸部の越境論や宗教論に関

する以上の問題点をふまえ、本研究では同地
域の宗教の越境現象について、「国境線を越
える」「民族境界を越える」「宗教の境界線を
越える」という三つの次元に着目することで、
現代東南アジア社会の動態を明らかにする
とともに、国家単位とは異なる新たな地域像
を提示することを目的とする。また、東南ア
ジアの宗教の動態における多様性と柔軟性
の研究を通じ、近代国家のもとで自明視され
てきた国家、民族、宗教というカテゴリーそ
れ自体を疑い直すことへの貢献も企図して
いる。 
 
３．研究の方法 
 本共同研究は、共通の課題についてメンバ
ー各自に役割分担を振り当て、それぞれが独
自に調査を行った成果を討論し集約すると
いう方法をとる。学際的な共同研究であるた
め、個々の調査で用いる方法論についても役
割分担を行う。本共同研究は大きく分けて文
化人類学者と歴史学者によって構成される。
文化人類学者は宗教施設や信者への聞き取
りと参与観察、歴史学者は宗教施設や現地図
書館等での文献収集を主たる手段とする。そ
れぞれの調査対象国において歴史学、文化人
類学双方の観点からの調査をメンバーの役
割分担によって行う。 
 
４．研究成果 
 共同研究の成果として、東南アジア大陸部
諸国においては、宗教の越境現象に関し共通
するパターンが多く見いだされることが明
らかになった。それはたとえば次のような点
である。 

宗教の越境現象はポスト冷戦期の国境開
放以降の時代に特有の現象であるかのよう
に一般的には理解されているが、冷戦期にも
冷戦期特有の宗教の越境現象が見られた。た
とえばベトナムの南北分断は、北から南への
人々の移住の波を生み出し、中国の国共内戦
の余波は、内戦の敗者たちが東南アジア諸国

へと押し出されるという帰結をもたらした。
そうした過程が国境を越えて民族分布図を
書き改めていく中で、宗教もまた国境や民族
境界を越えてきたのである。 
東南アジア大陸部において、中国人（華僑

華人）、ベトナム人、タイ人ビルマ人などの
平地上座仏教徒、山地民などは、それぞれが
固有の宗教パターンをもって住み分けてい
るとみなされてきたが、実際には宗教活動そ
のものがそうした住み分けの枠を崩してき
た側面がある。東南アジア大陸部の各地で見
いだされるのは、中国宗教のベトナム人への
伝播、タイ語系民族の中国廟や大乗系寺院へ
の参拝、山地民のあいだで信奉される上座仏
教など、従来の固定観念をはるかに越えて柔
軟に宗教の場を共有する人々の姿である。 
宗教の越境を媒介する存在として各地に

共通するのは、カリスマ僧やカリスマ予言者
の役割である。彼らはしばしば、宗教的信念
のみにもとづいて、制度宗教の枠や民族ごと
の住み分けや国家の規制に対し無頓着に行
動するため、結果的にダイナミックな宗教の
越境現象を惹起しうる。またこの種のカリス
マは、ベトナム・カンボジア国境やタイ・ビ
ルマ国境周辺など、国家や規制教団の統制が
及びにくく、国境をまたいで雑多な諸民族が
混在する地域において発生しやすい傾向が
あり、このことがさらにカリスマ指導者を結
節点とした宗教の越境現象をさかんにして
いる。 
宗教の越境現象は近年のグローバル化が

生み出した特殊現代的な現象であるかのよ
うに思われがちであるが、実際には国境線や
民族境界や宗教カテゴリーが近代国家によ
って線引きされる以前の方が、人々は国家、
民族、宗教の境界を柔軟に往来していた。そ
れをせき止めたのが近代国家である。 
国境線、民族集団、宗教カテゴリーの国家

による囲い込みは、一方で新たな宗教現象を
ももたらしている。従来は自明であった越境
の回路が閉ざされることで、その代償作用が
求められるためである。ミャンマーの少数民
族仏教徒たちが民族単位で行う経典の文字
化運動や、焼畑移住を禁じられた山地民たち
が創出する常設の宗教施設などがそうした
例にあたる。また近代国家によるこうした囲
い込みの効果は、それぞれの民族が同じ宗教
を共有する集団として自己を確立しなけれ
ばならないという思い込みを伴うため、たと
えばカンボジアのイスラム教徒のように、雑
多な出自の人々によって構成されていたム
スリム集団が、あたかも民族であるかのよう
に扱われるという副産物をも生み出してい
る。 
総じて言えば、現代の越境現象というのは、

近代国家によっていったん越境がせき止め
られてしまったことを大前提としていると



 

 

いう意味で、前近代の越境現象とは本質的に
異なっている。今日われわれが東南アジアで
目にする宗教の越境現象というのは、（国家
であれ民族であれ宗教であれ）境界線の存在
を与件としたうえで、それを部分的に乗り越
えることで、かつて存在した共同体をわずか
ながら取り戻すための試みということがで
きる。 
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